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裾野市 建設部 ウープン・シテイ周辺整備課

『
目言舌1055‐994‐9010
事業につLlては裾野市公式ウェジサイトでご覧Llただけます

洒己布先]深良、富岡、須山地区

●令千口4年度 第3ロワークショッ7(7月 3日開催)
7月 3日 (日 )に、令和 4年度 第 3回目となるワークシ∃

ッフを開催しました。前回は、黄瀬川沿いの緑地公園につい

て、“市民が大事にした<なる"をテーマに、「使い殉」「施設

の間取り」「公園の愛称Jを描いていただきましたが、今回

は、岩波駅周辺整備の検討状況等を踏まえた上で、緑地公園に

ついて再度考えていただき、発表・投票を行いました。

の結果概要

① 岩波駅周辺整備の検討状況の説明と0&A

岩波駅周辺整備を検討する中で明確化してきた方向性等について、裾野市から説明した上で

各班から市役所に間きたいことを発表いただきました。
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A短期計画は今後 10年、長期計画は今後 20年の計
画で、今回のワークシ∃ップで考えていただいた緑

地 (南側)は、短期計画に位置付けています。内容
については、「岩洩駅周辺地区まちづくり基本計画」

に記載しておりますので、こ
｀
覧ください。

Q緑地公園のコンセプトは何ですか ?
Aコ ンセプトはワークシ∃ップでの皆様のご意見を参
考に検討中ですが、これまでのワークシ∃ップを通

して、地域の方々が黄瀬川沿いの自然を大事にして

いることは認識しておりますので、そういつた自然

を活かした公園としたいと考えています。

Qパーソナルモビリティとは何ですか ?
A電動キックボードといつた1～ 2メ」羽の電動の乗り
物で、今後普及されること

が予想されます。岩洩駅

のモビリティ八ブ施設に

設置し、市民の皆様の移

動手段と 1つとなるよう

展開していきたいと考え

ています。 ▲パーソナルモビリティのイメージ

▲発表の様子

(仮称)責瀬川緑地

将来的に公園が広がっていくこと

をイメージ

賑わい拠点施設
【しばらくは広場的な利用】
・マルシェ
・地域の祭り
・フリーマーケットなど

モビリティハブ施設
・パーソナルモビリティやシェアサイクル

乗換拠点
・待合スペース

・観光拠点施設
・カフェや飲食店
・(つろげるスペースなど

岩波駅周辺整備の方向性につし1て

岩波駅 周辺 の現状 と将 来 につLiて

岩波駅の利用者数

…現在の1日 あたり乗降客数は約 3,000人 です。朝夕に周

辺企業の方に多く利用いただいており、今後もこの傾向

は継続すると考えられます。

ウーブン・シティの人口

・…フェーズ 1完成時には約 360人 、最終的には約 2,000人

の方が居住すると公表されています。



② 緑地公園の間取り・愛称と各班の投票結果 !

①の内容を踏まえて、「緑地公園の間取り」「愛称」を再度考え、発表していただきました。
「芝生を裸足で感じる」「インスタ映え」「愛称に込められた想い」等、各班から工夫を凝ら

したご意見をいただきました。また、「富士山の景色を楽しめる」「イベントができる」等、各

班に共通するイメージも多<あ りました。いただいた使い方のイメージを参考に、裾野市とし

て引き続き緑地公園の検討を進めていきます。

◆緑地公園の間取り・愛称
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「富士山ニュースポーッパーク」
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G班
「みらいと田国のスイッチバック公園」

F班
「いこぃ″講易」

H班
「いわなみはだし公園」

lりE

「花富士公園」

ゴ

ワークショップの感想

◆緑地公園に全てを詰め込むのではなく、全体エリアを考慮して公園の機能を考えないといけない、と感じました。

◆回が進むほど具体的な意見が沢山出ており、最終的にどうなるかが楽しみです。
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令和元年に駅舎とホームがりニュニアルし、令和2年には工

レベーターが設置され、より快適に利用できるようになった岩波

駅ですが、遡ること明治 22年、当初は急行列車の通過待ちの
「待機所」として誕生しました。地域住民の足となる「駅」にする

ために当時の岩波区民が立ち上がり、約3年間で 100回 以上

国へ交渉した結果、昭和 19年に「岩波駅」となりました。


